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1 は じめに

沐織金属部o疲労これ'進属に影

響t反ばす因子は多崚にわたるが、

本研究では充1キ方漱:)粋材料・組

織。および充持方向こ爬力方向あ閣

係による組織冥方性の影響teRらか

にするここι目的としている。
2 試験体および試験方法

供試鋼断疇 tが38mmあ A3`

鋼である。満型開先を施した後、

Table lに示す条件で、KB80C

XK7103B,4,8mmφ ι用い

てサブマージア́ ワ募織(SAW)、

MGS8o.1、 2mmφ 亡用いてミ

グ溶構(MIG)t行 なフた。発諄H険、各シトⅢ力法に対してFi9.|に示す
2種類のコンパクトテンション(CT)試 験片t製作した。これフiL風試

験は勤“能力±51o■o電気油工式疲労試麟 t使用して行f」フた。試験
に用いた薦力波形1樹陳り逗雌 鷹が'5～40 Hzの工弦淑

゛
 た力比は常

にO、:こLた。これフ長こは、これフのレプリカιこり50倍の投彩拡大

銃で測たした。
3 現ぼ庁されフ進展
Fi9。2に、溶絡金属中ιされフが進展するようにしたParallel試鮎       |

(横組手ι褪定)の△K～dα′はN関係tSATこ MIG・o両落攘方法にワいくふす。図ヤあ実線は最小2乗法

により求めた0線で,次式で表力される。

SAW i da/dN=2.93X,0‐1{(△K)3.2●_(28、3)3.20}    (11
MIG:daた N=3、79X10■1(△K)a s8…(67、6)・

‐
l   12)

[4a/dN:,nにメcに ,△ K:k9/mm残 ]
△Kが150k9/mmZ以下では、MlGの daμ NがSAWoそ れに比べて著しくこく、△K■についてもMIG
の値がSAWの 道t大きく上回,ている。
Fi9.3、およびF19.41〔、お膳金属t,tされフが直角に横切るTransverse試賠 G偽鮮it想定)の△K～

よα/dN関係t、くれぞれSATお よびM I Gl〔ついて示す。図中の実線はPanllel試験片より求めた(1)式.
および0)式である。SATではParalle l試験渚こTransveぃe試験片のよo/dNがほぼ等しく、充購方向こ蔵
カカ向の関係は疲労これフ進展にはこんど影響t与えてぃなぃ。MIG・ではAKが120k夕/h"ヒ濯度の領城く
Transttrse計問済のよcプはN IIParalle l試鞘 のそれに比べてお千遅くなってヽ るヽ。
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Tab籠 |)雑 絆
お犠ユ バスNO. ,な キヽ 条 イ午 喧 リ カ

SAW

950A-32v-40cm/min

650A-33V-40Cm/rni n

(極間5 5 m m )

Ｌ

　

　

　

Ｔ

M16

1～ 3

4‐ 10

`1

12,13

14ル16

2 8 0 A - 3 o v - 4 0 c m / m i n

2 8 o A - 3 0 V - 4 0  c r n / m i n

280A-30V-30cm/min

280A-30V-4 0cⅢ /1n i n

2 8 0 A - 3 0 v - 3 o c m / m i n




